
 

ぜんそく治療薬シクレソニドの新型コロナウイルス増殖抑制機構の解明につい

て 

 

群馬パース大学大学院 木村博一教授の研究チームが、杏林大学医学部、群馬大

学医学部、国立感染症研究所、北里大学大村智記念研究所ならびに横浜市立大学

医学部との共同研究で、喘息治療薬の一種であるシクレソニド(売薬名オルベス

コ、製造元:帝人ファーマ株式会社)の新型コロナウイルス増殖抑制機構をドッ

キングシミュレーションという手法を用いて、分子レベルで明らかにした。これ

は、シクレソニドの新型コロナウイルス治療薬候補としてのエビデンスを提供

し、今後の創薬にも役立つ成果です。研究結果は、アレルギー・臨床免疫学の専

門誌(J Allergy Clin Immunol., Kimura et al., 2020)に掲載されました。 

 

 

シクレソニドによる新型コロナウイルス増殖抑制機構 

 

現在のところ、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)に対し、決め手となる抗ウ

イルス薬は開発されていません。しかし、いくつかの市販薬(シクレソニド、フ

ァビピラビル、レムデシビルならびにイベルメクチンなど)が、本感染症の治療

に有効であることが示唆されています。 



 

シクレソニドは、喘息治療のための吸入薬として、約 15年前から世界各国で使

用されています。また、別の効果として、国立感染症研究所の松山室長らが、培

養細胞を用いた実験で、シクレソニドが、新型コロナウイルスのゲノム複製を抑

制するということを報告していますが、その詳細は不明でした(Matsuyama S et 

al., bioRxiv, 2020)。 

 

そこで、新型コロナウイルスのゲノム複製に関与するウイルスタンパク質とシ

クレソニドとの相互作用を先端バイオインフォマティクス技術ならびに高性能

コンピューターを駆使したドッキングシミュレーションという手法を用い、シ

クレソニドの分子レベルでの抗ウイルス効果を詳細に研究しました。その結果、

シクレソニドは、新型コロナウイルスゲノム複製酵素(RNA 依存性 RNA ポリメラ

ーゼ)には作用しませんでしたが、複製の際に生じた変異を修正する酵素(NSP15

エンドヌクレアーゼ)の活性中心と結合し、ウイルスゲノムの正確な複製を阻害

することを初めて明らかにしました。これらの結果は、シクレソニドの分子レベ

ルでの新型コロナウイルスに対する抗ウイルス作用のメカニズム解明に貢献す

るだけでなく、今後の新しい抗ウイルス薬の設計などの創薬にも役立つ情報と

して期待されます。 

 

なお、本研究で示された知見については、今後、実際のタンパク質を用いて検証

を行う必要があると思われます。 

 

論文情報 

タイトル Molecular pharmacology of ciclesonide against SARS-CoV-2 

雑誌 The Journal of Allergy and Clinical Immunology 

DOI Molecular pharmacology of ciclesonide against SARS-CoV-2 

 

 

日本語原文 https://www.paz.ac.jp/news/2020/06/17/ciclesonide/ 
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